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幼線虫（Ａ型）の排泄系について
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間唇の存在は，全く認められなかったので(Fig.１)，本

虫体は，Yamaguti(1941,1961）によるＲａＭ/αａｓｃａ'ﾌﾟS

SP幼線虫と考えられる．

２．ＲａＰＡ/ａａｓａＩﾉﾌﾞｓｓｐ・幼線虫の排泄系

排泄器は，小形のレネット細胞様器官で虫体腹側左側

位にあり，側線に密着して存在し，食道後部より胄盲の

う後部にかけて伸びている．

また排泄口は，神経環の直後で腹側に位置する(Fig.

２）．

３．Ｃ(ﾌﾉ''八【α【αｗﾉ〃ｓｐ、幼線虫（Ａ型）の排泄系

排泄器は，小形のレネット細胞類似体で，虫体腹側左

側位にあり，食道の中間部附近から腸盲のう先端附近に

わたり，側線に密着して存在する．

また排泄口は，神経環の直後で腹側に位置する(Fig.

３）．

以上の成績に前報（小山ら，1969）の成績を加味して

整理すると，上記２種類の幼虫体の諸特徴は，Tableｌ

のようになる．

はじめに

著者ら（1969）は，さきに海産魚類およびスルメイカ

より見出されるAnisakidae幼線虫の，形態学的および

分類学的検討をおこなったが，二，三の問題点を将来の

解決に委ねた．それらは，ＲａＰｈＭｚｓｃαﾉｰＡｓｐ．または

RaPﾉi/`ａｓｃａ,－０/ａｅｓｓｐ・幼線虫と記載して，その属名決

定を保留したこと，および，同虫とＣ(ﾉ"〃ｑｃａａｗ"ｌｓｐ、

幼線虫(Ａ型)の排泄系の確認とである．そこでその後，

さらに追究した結果，この二つの問題を解明することが

できたので，ここに，得られた知見を追加する．

材料と方法

用いた材料および方法は，前報(小山ら，1969)とほぼ

同じであり，両幼線虫ともマアジＴ７ａｃ/"`ノマハノαPC"/C"ｓ

から得たものである．また前報でＲ(lPhMJscαﾉﾌﾞｓｓｐ．

またはＲａＰｈＭＪｓｃｑ７ｏ/ｃＪｃｓｓｐ・とした虫体だけは，１０９

培地を用いて，室温（約20°Ｃ)で培養し，頭部の分化を

促して同定を容易にするとともに，Fukui（1929）によ

る排泄系の染色を試みて，排泄口の位置を確認した．
考察

前報（1969）において，すでにＲ`ZPAMascMS属，

または，Ｒａｐｈ/α`JSCα'℃Ｍｅｓ属に属すると`思われる幼線

虫１種を，マアジから検出し記載したが，このものは，

脱皮前であって，口部附近の構造未分化のため，上記両

属のいずれに属するものかを決めかねた．本観察では，

培養法を用いて口部附近の発達を促し検討した結果，本

幼線虫では，間唇（interlabium）を欠如することを確認

した．Yamaguti（1941）によれば，問唇の有無lこよつ

観察結果

１．属名の決定について

Ｒ⑫ﾊﾉａａｓｃａ７ｉｓｓｐ．またはＲ”ＡＭｚｓｃａ７Ｕｊａｅｓｓｐ・幼

線虫としたものは，３週間の培養を続け，形態変化を追

究した結果，脱皮後特に口唇の発達が顕著であったが，

本研究は文部省科学研究費の補助に負う所大である．

ここに深謝する．

（３１）
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Ｆｉｇ．１ＨｅａｄｏｆＲａＰﾉﾉﾉａａｓａｲγなｓｐ、larvaaftercultivationbyMediuml０９．

Fig.２ＦｏｒｅｐａｒｔｏｆＲａＰ/ｊＭａｗﾉｰﾊspjarvashowinganexcretoryporｅ（arrow）ｓｔａｉｎｅｄ

ｂｙｔｈｅｍｅｔｈｏｄｏｆＦｕｋｕｉ・

Fig.３Excretorypore（arrow）ｏｆＣｏ"/パIcaeca"ｌｓｐ」arva（ＴｙｐｅＡ)．

TablelSeveralcharacteristicsofRaP/'/αａｓｃａﾉｰﾊｓｐ」arvaandCo"/八zcacaｲﾉﾉＬｓｐ、

larva（ＴｙｐｅＡ）isolatedfromlIorsemackerel（Ｔﾊﾟ１ｃｍ"ﾏｲｓ／`Ｗ"ﾉﾛｲs）
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て両属を区別しているので，それに従えば，上記幼虫体

は，Ｒ叩ｈｉａａｓα〃is属のものであり，この虫体は，幼虫

ではあるがすでに生殖器の発達が著しいので，成虫体に

かなり近い状態のものと推定され，今後急速に問唇が分

化してくるとは考えられない．

Ｒ”ＡＭａｓｃａｒｉｓ属の排泄系については，藤田(1928)，

Punｔ（1941)，Yamaguti（1941)，Hartwich（1957）ら

が，排泄口は神経環附近又は神経環後方の腹面に開口す

るとしており，この点については，著者らの成績と良く

一致している．しかし，排泄器そのものについては，ほ

とんど記載はなく，ただHartwich（1954,1957）のみ

が，その特徴をやや詳しく述べている．即ち，彼は，Ｒａ‐

P/Ｍα“αノハの排泄系は，虫体左側位に限局され，側管

は左側域中央縁に存在し，排泄管は対をなさないとして

いる．

これらの記載は，今回の著者らの成績と良く一致す

る．

次に，前報で確認しえなかったＣＯ"〃αcaeα"〃ｓｐ・功

（３２）
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線虫（Ａ型）の排泄系のうち，排泄器官および排泄口の

位置を今回明らかにすることができた．前報でも述べた

ように，Yamaguti（1935,1941）がＣＯ,zZracaecK`'〃sp・

幼線虫（Ｉ型）としたものは，このＣＯ,,ZraCaec,`,,ｚｓｐ・

幼線虫(Ａ型)と一致するが，彼の記載の中には排泄系に

ついては何もふれていない．著者らの所見は，Hartwich

(1954）の述べたＣＯ"rγαcaec"”α血"cwl〃およびｃ

ｃ〃Uα、''2の記載に良く一致している．なお上記のＲａ‐

Phiaascαγｉｓｓｐ、幼線虫，およびこのＣＯ,ｚＺｌ７ａｃａｅα"〃sp・

幼線虫（Ａ型）両者の排泄器の形態については，海産魚

類およびスルメイカより見出した他種幼線虫のものとと

もに，次報で詳述する予定である．

士，新潟大学医学部大鶴正満教授，信州大学医学部大

島智夫教授に深甚なる謝意を表します．また論文作成に

あたって，協力いただいた国立予防衛生研究所寄生虫部

の加藤桂子技官および高木恵子嬢に深謝致します．
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むすび

１）前報（小山ら，1969）において，Ｒａp/ｉｉａａｓｃａｒ/s

sp．またはＲａＰｈｉｃＪａｓｃａＭａｅｓｓｐ・幼線虫としてその属

名決定を保留した虫体は，これを109培地により培養し

た結果，口唇の顕著な発育をみたにもかかわらず，問唇

の分化を全く認めなかったので，ＲａｶﾉiMascαγｉｓｓｐ．と

同定した．

２）Ｒ〃/i/`Jａｓｃａγｉｓｓｐ・幼線虫の排泄器は，虫体腹側

左側位にあり，側線に密着して存在し，食道後部より胃

盲のう後部に伸びている．また排泄口は神経環の直後

で，腹側に位置する．

３）ＣＯ"〃αcaec"''zsp、幼線虫（Ａ型）の排泄器は，

虫体腹側左側位にあり，食道中間部附近から腸盲のう先

端附近にわたり，側線に密着して存在する．また排泄口

は，神経環の直後で腹側に位置する．

本論文の要旨の一部は，第29回日本寄生虫学会東日本

大会(1969)において発表した．

稿を終わるにあたり，種々御指導いただいた国立予防

衛生研究所寄生虫部長石崎達博士，同部安羅岡一男博
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Abstract I

ON THE EXCRETORY SYSTEMS OF RAPHIDASCARIS SP. LARVA

AND CONTRACAECUM SP. LARVA (TYPE A) FOUND IN

HORSE MACKEREL (TRACHURUS JAPONICUS)

Tsutomu KOYAMA, Akio KOBAYASHI, Mitsuyoshi KUMADA,

Setsuko FURUYAMA

(Department of Parasitology, National Institute of Health, Tokyo, Japan)

NOBORU KAGEI

(Department of Parasitology, Institute of Public Health, Tokyo, Japan)

AND

Masaaki MACHIDA

(Department of Zoology, National Science Museum, Tokyo, Japan)

The excretory systems of Raphidascaris sp. larva and Contracaecum sp. larva (Type A)

(Koyama et at. 1969) found in horse mackerel {Trachurus japonicus) were examined for the

localities of the excretory organs and their openings. An attempt was also made to differentiate

Raphidascaris sp. larva from Raphidascaroides sp. larva by culture of the larva.

The results obtained are as follows :

1) The namatode described as Raphidascaris sp. larva or Raphidascaroides sp. larva by

Koyama et al. (1969) was considered to be identical with the former, because no interlabia were

recognized between well-developed lips of the worms of a pre-adult stage cultured in Medium 109.

2) The excretory organ of Raphidascaris sp. larva is situated adjacent to the left lateral

chord on the ventral side. It extends from near the end of oesophagus to a level of the hind

ventricular appendix. The excretory pore is ventrally located just behind the nerve ring.

3) The excretory organ of Contracaecum sp. larva (Type A) is rather small and lies, at

taching to the left lateral cord on the ventral side and runs from the middle part of the oeso

phagus to the anterior end of the intestinal caecum. The excretory pore opens ventrally just

posterior to the nerve ring.
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